
【問い合わせ先】

　産業振興課内

　土佐山田まつり実行委員会事務局

　☎５３－３１１１
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　広報香美のバックナンバーは、香美市公式ホームページに掲載しています。
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吉井勇記念館だより　星祭り吉井勇記念館だより　星祭り ～旧七夕まつり～
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　第　第２０回０回ＹＯＳＡＫＯＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りに、Ｉソーラン祭りに、
ヤーレンソーラン積丹町＆香美ヤーレンソーラン積丹町＆香美市（写真（写真）が
１７回連続出場しました７回連続出場しました。（札幌市）

　第２０回ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りに、
ヤーレンソーラン積丹町＆香美市（写真）が
１７回連続出場しました。（札幌市）
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水
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回
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部湖
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第４３
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※詳細については、開催日前日の新聞折込チラシをご覧になる
　か、事務局までお問い合わせください。なお、チラシは納涼祭
　会場でも配布します。
　　また、高知工科大学～山田踏切区間の無料送迎バスは廃止
　となっています。ご不便をお掛けしますがよろしくお願いし
　ます。
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土

交流２０年・姉妹都市盟約１０周年

よさこいが結んだ友好の絆特集

１８～１９P



広報かみ平成２３年７月号 広報かみ平成２３年７月号 ２２３３

①山田太鼓伝承会の演奏②踊り子として参加した土佐山田

町の紫苑流演舞③ヤーレンソーラン積丹町＆香美市の踊り

披露

①大通公園での

パレード②札幌

ガーデンパーク

でのステージ踊

り③踊り前もチ

ームワークばっ

ちり④香美市か

らの参加者

　

⑤みんな笑顔で⑥踊り始めの決めポーズ⑦後ろ姿も決

まっています⑧両市町の参加者でパシャリ

　

香美市からフラフ贈呈香美市からフラフ贈呈香美市からフラフ贈呈

積丹町積丹町長（右（右）と固く握手を交わす市長

　

積丹町長（右）と固く握手を交わす市長

　

記念植樹記念植樹記念植樹

札
幌
市
で

開
催
さ
れ
た
第
20
回
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に

香
美
市
か
ら
踊
り
子
隊
と
訪
問

団
総
勢
38
人
が
参
加
し
、
積
丹

町
と
17
年
連
続
で
ヤ
ー
レ
ン
ソ

ー
ラ
ン
積
丹
町
＆
香
美
市※

を

結
成
し
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
日･

12
日
の
両
日
、
大
通
公

園
を
は
じ
め
と
す
る
札
幌
市
内

の
会
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
本

祭
に
参
加
し
、
６
会
場
で
、
よ

さ
こ
い
鳴
子
踊
り
と
積
丹
町
発

祥
の
民
謡
ソ
ー
ラ
ン
節
を
融
合

さ
せ
た
楽
曲
に
の
っ
て
、
元
気

よ
く
踊
り
、
大
き
な
拍
手
と
声

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

香
美
市
27
人
・
積
丹
町
50
人
の
総
勢
77
人
の

踊
り
子
隊
が
参
加

。

　　　

　

６
月
９
日
、
積
丹
町
と
香

美
市
の
姉
妹
都
市
盟
約
10
周

年
記
念
式
典
が
積
丹
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
香
美
市
か
ら
は
、

門　

市
長
を
団
長
と
す
る
６

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
記
念

式
典
の
後
、
記
念
植
樹
が
行

わ
れ
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

ー
ラ
ン
祭
り
創
始
者
で
あ
る

長
谷
川
岳
氏
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
香
美
市
か
ら
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
参
加
す
る
踊
り
子

隊
が
合
流
し
、
５
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
積

丹
町
前
夜
祭
で
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

西
山
武
香
美
市
姉
妹
都
市
友
好
都
市
交

流
推
進
協
議
会
長
は
、
「
平
成
14
年
の
姉

妹
都
市
締
結
の
際
に
は
、
立
会
人
と
し
て

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
10
年
の
節
目
の

調
印
式
に
、
会
長
と
し
て
参
加
で

き
、
感
慨
深
い
。
今
ま
で
の
交
流

を
い
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

復活 前夜祭

８月５日（金）

ＹＯＳＡＫＯＩソー

ラン祭りの創始者。

積丹町と香美市の

交流に深く関わり

がある。現参議院

議員。４０歳。

～ソーラン節とよさこい鳴子踊りの出会い～

　北と南の交流の軌跡

場所　香美市役所３階会議室

【問い合わせ先】まちづくり推進課☎５３－１０６１
※国会審議の状況により、中止となる場合があります。

時間未定

市町の交流のき

っかけとなった

旧土佐山田町の宿泊施設

の提供は、ＹＯＳＡＫＯ

Ｉソーラン祭りの発展に

も大きく影響しました。

北は『積丹の海』、南は

『香美の森』と、共に自

然豊かな環境に囲まれな

がらも互いに補完し合う

ような新しい交流の発展

をお手伝いしていきたい

と考えています。

両

交流への想い

Interview
インタビュー

　

平
成
４
年
、
よ
さ

こ
い
祭
り
の
鳴
子
と

北
海
道
の
民
謡
ソ
ー

ラ
ン
節
を
ミ
ッ
ク
ス

し
て
誕
生
。

　

毎
年
６
月
に
、
北

海
道
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
、
現
在
で
は
観

客
200
万
人
強
の
北
海

道
有
数
の
観
光
資

源
。
札
幌
市
の
中
心

街
に
あ
る
大
通
公
園

を
中
心
に
、
街
中
が

祭
り
の
熱
気
に
包
ま
れ
る
。

参
加
チ
ー
ム
300
以
上
、
参
加

者
は
３
万
人
を
超
え
、
本
場

高
知
の
よ
さ
こ
い
祭
り
（
チ

ー
ム
数
190
、
参
加
者
２
万

人
）
を
上
回
る
規
模
と
な
っ

て
い
る
。

ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り

長谷川　岳 さん

長谷川岳参議員議員

はせがわ　　 がく

ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り

よさこいが結んだ友好の絆
交流２０年・姉妹都市盟約１０周年

　北海道積丹町と香美市の姉妹都市盟約１０周年を記
念し、記念行事が積丹町で行われました。
　また、ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りに今年も、積丹町
と香美市の合同チームが参加し、交流を深めました。
　

特集

①大通公園での

パレード②札幌 開
催

Ｓ
Ａ
Ｋ

香
美
市

団
総
勢

町
と
17

ー
ラ
ン

結
成
し
、

11
日

園
を
は

の
会
場

祭
に
参

さ
こ
い

祥
の
民

さ
せ
た

よ
く
踊

援
を
い
た

※

香
美
市
27

踊
り
子
隊
が

ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り

手を交わす市長手を交わす市長

６
月

美
市
美
市
の

年年
記
念

文文
化
セ

ま
し
た

門

市

人
が
出

式
典
の

わ
れ
わ
れ
、

ー
ラ
ン

長
谷
川

催
さ
れ

翌
日
に
は
、
香
美

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

が
合 記念

行事
開催①

①②

⑥⑦⑦

⑤⑤

② ③

講演会開催
交
流
20
年
記
念
盟
約
書

▲

③③

④④⑧⑧

　

西
村
芳
成
実
行
委
員
長
は
、
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

ー
ラ
ン
へ
の
踊
り
子
派
遣
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

多
大
な
ご
寄
付
に
よ
り
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
特
に
今
年
は
積
丹
町
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
10

周
年
と
い
う
記
念
す
る
年
で
あ
り
、
積
丹
町
で
の
前
夜

祭
は
友
好
の
絆
を
深
め
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

し
ゃ
こ
た
ん
ち
ょ
う



広報かみ平成２３年７月号 広報かみ平成２３年７月号 ４４５５

交
流
の
軌
跡

交
流
の
起
源

　

平
成
３
年
８
月
、
当
時
北
海
道
大
学
の
学
生
（
以

下
、
北
大
生
）
で
あ
っ
た
長
谷
川
岳
氏
が
高
知
に
在

学
中
の
兄
を
訪
ね
る
。
そ
の
時
に
、
よ
さ
こ
い
鳴
子

踊
り
を
見
て
感
動
し
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊

り
を
札
幌
で
披
露
し
た
い
と
考
え
た
。 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
誕
生

　

周
囲
の
学
生
を
巻
き
込
ん
で
120
名
の
学
生
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
平
成
４
年
に
第
１
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。
同
祭
り
に

は
、
10
チ
ー
ム
約
千
人
が
参
加
し
た
。 

積
丹
町
と
の
出
会
い

　

こ
の
年
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
120
名
が
自
分

た
ち
も
踊
り
た
い
と
、
本
場
高
知
の
よ
さ
こ
い
祭

り
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
高
知
県
北
海
道
事

務
所
を
通
じ
て
格
安
の
宿
泊
施
設
を
探
し
た
。
四
方

八
方
手
を
尽
く
し
た
が
、
受
け
入
れ
先
が
な
く
、
同

事
務
所
の
土
佐
山
田
町
出
身
の
職
員
が
、
旧
土
佐
山

田
町
に
受
け
入
れ
を
打
診
し
た
。

　

土
佐
山
田
町
は
受
け
入
れ
を
了
承
し
、
受
け
入

れ
は
、
町
内
の
若
者
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ　

Ｕ
Ｐ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
が
中
心
と
な
り
、

役
場
職
員
等
で
対
応
し
、
公
共
施
設
を
宿
泊
先
と
し

て
提
供
し
た
。

　

宿
泊
し
た
北
大
生
の
中
に
は
、
第
１
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
出
場
チ
ー
ム
ヤ
ー
レ
ン
ソ

ー
ラ
ン
積
丹
町
の
メ
ン
バ
ー
２
名
（
積
丹
町
職
員
）

が
同
行
し
て
お
り
、
土
佐
山
田
町
の
若
者
と
意
気
投

合
。
積
丹
町
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

北
の
大
地
へ

　

翌
年
の
第
２
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

に
は
、
山
田
太
鼓
伝
承
会
を
は
じ
め
総
勢
55
名
が
参

加
し
、
積
丹
町
を
訪
問
し
た
。

土
佐
山
田
ま
つ
り
へ
の
参
加

　

こ
の
年
、
土
佐
山
田
ま
つ
り
へ
北
ガ
ス
＆
学

生
合
同
チ
ー
ム
が
参
加
、
平
成
６
年
に
は
ヤ
ー

レ
ン
ソ
ー
ラ
ン
積
丹
町
、
平
岸
天
神
＆
学

生
合
同
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

※

積
丹
町
チ
ー
ム
は
同
祭
り
へ
、
平
成
18
年

ま
で
連
続
出
場
。
（
平
成
22
年
に
参
加
）

広
が
る
交
流
の
輪

　

平
成
５
年
３
月
に
、
積
丹
町
の
町
に
灯
か
り
を
と

も
す
会
か
ら
雪
だ
る
ま
23
個
が
旧
土
佐
山
田
町
立
平

山
小
学
校
に
贈
ら
れ
、
翌
年
、
積
丹
町
立
余
別
小
学

校
５
・
６
年
生
が
平
山
小
学
校
を
訪
問
し
、
親
子
キ

ャ
ン
プ
で
交
流
し
た
。
両
校
は
互
い
に
交
流
を
深

め
、
平
成
９
年
３
月
に
姉
妹
校
と
な
っ
た
。

合
同
チ
ー
ム
の
誕
生

　

土
佐
山
田
町
チ
ー
ム
は
第
２
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
か
ら
同
祭
り
に
出
場
を
続
け
、
平
成

７
年
の
第
４
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

で
、
両
町
の
合
同
チ
ー
ム
ヤ
ー
レ
ン
ソ
ー
ラ
ン
積
丹

町
＆
土
佐
山
田
町
を
結
成
し
、
出
場
。
同
祭
り
の
、

北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し
た
。

物
産
交
流

　

平
成
９
年
に
は
、
商
工
会
と
役
場
職
員
が
、
積
丹

町
の
物
産
イ
ベ
ン
ト
お
ら
が
名
物
積
丹
ま
ん
ぷ
く
祭

り
（
現
＝
積
丹
ソ
ー
ラ
ン
味
覚
祭
り
）
に
参
加
し

た
。
こ
の
年
、
積
丹
町
か
ら
は
14
名
が
刃
物
ま
つ
り

に
参
加
し
た
。

　

毎
年
お
互
い
に
、
祭
り
へ
の
参
加
が
続
い
て
お

り
、
積
丹
町
か
ら
は
、
刃
物
ま
つ
り
に
、
Ｊ
Ｒ
コ
ン

テ
ナ
１
台
分
の
物
産
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同

祭
り
の
、
目
玉
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　 

姉
妹
都
市
締
結

　

有
志
に
よ
る
交
流
事
業
は
継
続
的
に
実
施
さ
れ
、

交
流
の
歴
史
が
積
み
重
な
る
た
び
に
交
流
の
輪
も
広

が
り
、
両
町
の
姉
妹
都
市
提
携
へ
の
気
運
も
高
ま
っ

た
。
平
成
14
年
６
月
、
姉
妹
都
市
締
結
が
積
丹
町
で

な
さ
れ
、
同
10
月
に
、
土
佐
山
田
町
役
場
議
場
で
姉

妹
都
市
締
結
調
印
披
露
式
典
が
行
わ
れ
た
。

連
続
出
場
の
危
機

　

お
互
い
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
18
年
の
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
参
加
を
最
後
に
、
合

同
チ
ー
ム
が
解
散
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
解
散
に
対
し
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
の
主
催
者
か
ら
、
「
香
美
市
と
積
丹
町
は
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
唯

一
の
姉
妹
都
市
で
あ
り
、
祭
り
の
財
産
で
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
参
加
要
請
が

あ
っ
た
。
こ
の
要
請
を
受
け
、
両
市
町
は
、
こ
れ
ま

で
の
合
同
チ
ー
ム
の
形
態
を
改
め
、
振
り
付
け
指
導

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
な
ど
、
経
費
を
抑
え
て
、

平
成
19
年
は
参
加
料
免
除
の
招
待
チ
ー
ム
と
し
て
参

加
し
た
。
合
同
チ
ー
ム
の
連
続
出
場
は
、
と
ぎ
れ
る

こ
と
な
く
今
年
で
17
回
と
な
っ
た
。

よ
さ
こ
い
祭
り
に
参
加
す
る
北
海
道
チ

ー
ム
を
土
佐
山
田
町
が
受
け
入
れ
た
。

そ
の
後
、
土
佐
山
田
町
役
場
、
農
協
、

商
工
会
等
が
積
丹
町
を
訪
問
。

積
丹
町
の
町
に
灯
か
り
を
と
も
す
会
か

ら
平
山
小
学
校
が
雪
だ
る
ま
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
受
け
る
（
平
成
７
年
・
９
年
・
10

年
に
も
受
け
る
）
。

第
２
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
に
土
佐
山
田
町
チ
ー
ム
が
初
出
場
。

土
佐
山
田
ま
つ
り
に
積
丹
町
が
初
参
加
。

土
佐
山
田
町
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
交

流
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
。

土
佐
山
田
町
合
併
40
周
年
記
念
式
典
に

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会
が
参
加
。

余
別
小
が
平
山
小
を
訪
問
し
、
交
流
。

積
丹
町
・
土
佐
山
田
町
合
同
チ
ー
ム
ヤ

ー
レ
ン
ソ
ー
ラ
ン
積
丹
町
＆
土
佐
山
田

町
を
編
成
し
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
に
参
加
。
北
海
道
知
事
賞
を

受
賞
。

積
丹
町
の
児
童
生
徒
と
絵
画
等
の
交
換

を
し
、
学
習
交
流
が
行
わ
れ
る
。

平
山
小
学
校
５
・
６
年
生
10
名
が
積
丹

町
余
別
小
中
学
校
を
訪
問
。

余
別
小
５
・
６
年
生
が
平
山
小
を
訪
問
。

土
佐
山
田
町
が
積
丹
町
合
併
40
周
年
記

念
式
典
・
国
道
開
通
記
念
に
参
加
。

平
山
小
と
余
別
小
が
姉
妹
校
提
携
。

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
積

丹
町
前
夜
祭
に
山
田
太
鼓
メ
ン
バ
ー
を

は
じ
め
土
佐
山
田
町
45
名
が
参
加
。
平

成
18
年
ま
で
続
く
。

土
佐
山
田
町
が
積
丹
町
の
お
ら
が
名
物

積
丹
ま
ん
ぷ
く
祭
り
に
初
参
加
。

積
丹
町
が
刃
物
ま
つ
り
に
初
参
加
。

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で
、

合
同
チ
ー
ム
が
北
海
道
知
事
賞
受
賞
。

余
別
小
の
11
名
が
平
山
小
を
訪
問
。

季
節
の
地
場
産
品
を
土
佐
山
田
町
か
ら

積
丹
町
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

平
山
小
７
名
が
余
別
小
を
訪
問
。

積
丹
町
前
夜
祭
で
、
積
丹
町
地
域
間
交

流
推
進
協
議
会
と
土
佐
山
田
町
姉
妹
都

市
・
友
好
都
市
交
流
推
進
協
議
会
が
姉

妹
協
議
会
と
し
て
提
携
。

平
山
小
７
名
が
余
別
小
を
訪
問
し
、
98

豪
雨
に
つ
い
て
の
学
習
と
料
理
実
習
。

余
別
小
が
平
山
小
を
訪
問
。
親
子
キ
ャ

ン
プ
で
交
流
。

踊
り
衣
装
を
新
調
。

刃
物
ま
つ
り
会
場
で
、
積
丹
町
の
鰊
場

音
頭
保
存
会
が
踊
り
披
露
。

余
別
小
・
平
山
小
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
等

の
交
換
。

姉
妹
都
市
締
結
。

土
佐
山
田
町
合
併
50
周
年
記
念
式
典
に

積
丹
町
が
参
加
。

合
同
チ
ー
ム
解
散
。

合
同
チ
ー
ム
復
活
。

積
丹
町
長
が
刃
物
ま
つ
り
を
訪
問
し
、

平
山
地
区
で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
る
。

積
丹
町
で
、
姉
妹
都
市
盟
約
10
周
年
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
る
。

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
23
年

　

交
流
の
歩
み

写真　第１７回ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り参加の合同チーム

に
し
ん
ば
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広報かみ平成２３年７月号 広報かみ平成２３年７月号 ６６７７

積
丹
町
の
甘
エ
ビ
が
当
た
る
！
詳
し
く
は
20
ペ
ー
ジ
の
か
み
か
み
ク
イ
ズ
を
見
て
ね
。

神威岬
大海原へとダイナミックにせり出した神

威岬の先端は、周囲３００度の丸みを帯び

た水平線を見ることができます。岬の先

端から眼下に見る神威岩は、澄みきった

海中に立ちつくす乙女の化身とも言われ

ています。遊歩道の途中から見える水無

の立岩など

とともに、

神威岬の景

観をより印

象的にして

います。

　

島武意海岸
透明度が高く『日本の渚百選』

にも選ばれた神秘的な美しさを

たたえた海岸です。透明度の高

い海からは岩盤がのぞき、ビョ

ウブ岩のある入り江に波が寄せ

るさまをいつまでも見ていたく

なります。

女郎子岩
沖に向かってすっと立つ女性の

姿のような女郎子岩は、奥州か

ら逃れて来た源義経と恋仲にな

り身投げした、地元首長の娘シ

ララの姿が、この岩になったと

言われています。

宝島とゴメ島
かつて大きな富をもたらしたニ

シンの大群が押し寄せたことか

ら、その名がついたと言われて

います。近くに浮かぶ小島は、

ゴメとも呼ばれるカモメが羽を

休めている姿に似ているため、

ゴメ島と名付けられています。

エゾカンゾウ
積丹町の町の花。花は一日花で

朝に咲いたものは夕方にはしぼ

みます。

　

海産物
漁業の中でも特にウニは積丹町の名物

で、そのおいしさは日本でも指折りと

言われています。

★札幌市から約９０㎞
★新千歳空港から車で約２時間
★香美市から空路・陸路あわせて
　約７時間

積　丹　町

２，５４４人

２３８．２１㎞

７．５℃

人口は平成２３年５月３１日現在の住民基本台帳
に基づく。

香　美　市

２７，９８１人

５３８．２２㎞

１４．９℃

人 口

面 積
　
年平均気温

観
光
と
海
の
ま
ち
積
丹
町

　

積
丹
町
は
、
北
海
道
西
海
岸

の
中
央
部
、
北
西
に
突
出
し
て

い
る
積
丹
半
島
の
先
端
部
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
積
丹
半
島
開

拓
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
ニ
シ
ン
漁

の
大
漁
場
と
し
て
発
展
し
、
当

時
の
ニ
シ
ン
御
殿
・
番
屋
・
ト

ン
ネ
ル
・
旧
街
道
な
ど
が
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

積
丹
半
島
に
は
数
多
く
の
伝

説
や
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
北
海
道
を
代
表
す
る
民
謡

ソ
ー
ラ
ン
節
は
、

ニ
シ
ン
漁
で

に
ぎ
わ
っ

た
積
丹
町

が
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

産
業
は
漁
業
が
中
心
で
す
。

町
内
に
は
漁
港
が
７
カ
所
あ

り
、
ホ
ッ
ケ
や
イ
カ
、
ア
ワ

ビ
、
ウ
ニ
な
ど
の
日
本
海
の
海

の
幸
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
６

月
の
ウ
ニ
漁
、
秋
の
サ
ケ
漁
、

冬
季
の
タ
ラ
漁
と
四
季
を
通
し

て
水
揚
げ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
積
丹
町
の
海
岸
は
お
よ
そ

42
㎞
あ
り
、
切
り
立
っ
た
断
崖

や
奇
岩
、
シ
ャ
コ
タ
ン
ブ
ル
ー

と
言
わ
れ
る
神
威
岬
の
景
観
は

絶
景
で
す
。
ニ
セ
コ
積
丹
小
樽

国
定
公
園
に
含
ま
れ
て
い
る
積

丹
半
島
と
神
威
岬
（
か
む
い
み

さ
き
）
は
北
海
道
遺
産
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

積丹町ホームページ　http://www.town.shakotan.hokkaido.jp/姉妹都市交流に興味のある方は、まちづくり推進課 ☎５３－１０６１まで

町章

▲神威岩

じょろっこいわ たからじま　　　　 じましまむいかいがん

２ ２

小樽
札幌

新千歳空港

かむいみさき

ウニあわび丼

甘エビ

観て味て 積丹
み み しゃこたん神威岬

積丹町

～姉妹都市積丹町を紹介します～

特集 よさこいが結んだ友好の絆


